
改善方策
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市標準学力調査及び基礎・基
本定着状況調査の通過率を
80％以上

85% 107% 75.1% 88% B
基礎基本の平均通過率は3教科とも80％を
越え，た。標準学力3教科の平均点は75.1
だった。概ね全国平均を上回った。

通過率の低い課題を分析
し，継続的に定着を図る。

◎

学力づくりには継続的に
取り組んでほしい。

一人，授業参観を学期に1回
以上研究授業を年２回以上実
施

100% 117% 100.0% 100% A
予定通り授業研究を行い，学習規律や授
業スタイルが全校でほぼ統一できた。メン
バーが変わっても継続していく。

プロジェクトを作って実施したこと
で，協議が深まった。今後もさらに
取り組む。

◎

学期末のまとめテスト（国・算）
における通過率80％以上の児
童

85％以
上

82% 88.5% 104% A

通過率80％以上の児童が88.5％いたこと
は成果であるが，通過率３０％未満の児童
が全校で２名いるので，個別支援等で力を
つけていく。

平均通過率30％未満の児童に対
する支援（T.T）など具体的に実施
する。

◎

２ヶ月ごとにアンケートを実施
し，肯定的評価85％以上 85% 85% 86.0% 101.0% A

基本的な話すこと聞くことの力は，児童の
自己肯定感も高まった。しかし，さらに高い
レベルへと望むため，厳しい指導になり1０
月より自己肯定感が下がった。

できていることについても積極
的に評価することで，児童の意
欲を高める。

◎

読書記録に記入
低学年：70冊以上，中学年60
冊以上，高学年：40冊以上

85% 98% 89.7% 106% A
概ね目標達成率を上回った学年が多
かった。さらに，児童が進んで読書をす
るよう工夫する。

学級文庫の充実を図ったり，
図書司書に「おすすめの本」を
紹介していただいたりする。

◎

・課題の提出率90％以上

85% 94% 95.6% 112% A
全校で95.6％の児童が課題を提出でき
ている。昨年度できなかった児童で本
年度がんばった児童が増えた。

家庭学習の定着が図れない児
童には，放課後等を使って個
別指導を行う。

◎

時計を見て行動する。
集合時間を守る 95% 89% 96.0% 101% A

目標値は達成したが，やはり声かけが
必要な場合がある。

チャイムや放送の無い日を設
け，更に意識化を図る。

◎

ことば遣いに対する児童の肯
定的評価 95% 78% 95.2% 100% A

「ちくちく言葉」「ふわふわ言葉」が定着
し，意識課が進んだ。

正しい判断ができるよう，その
場で繰り返し指導を行う。

◎

自他の良さに気づき，人のた
めに行動できたと肯定的評価
ができる児童を95％

100% 72% 85.2% 85.2% B

「かがやき活動」により自己肯定感を
高めた児童が多くいる。

人から褒められる，認められる
という体験を計画的に仕組ん
でいく。

◎
教師と子どもの信
頼関係ができてい
る。

体験活動を実施後，児童アン
ケートを実施。肯定的評価
100％

100% 94% 93.6% 94% B
はっきりとした目標設定のできない児
童の達成感が低い。同じ児童に固定
化されている。

目標やアプローチについて，
前に話し合い決定しておく。

◎

○幼保小中の連
携を推進する。

連携の回数
　幼保小連携3回
　小中連携20回 100% 100% 115.0% 115% A

計画していた連携以外にも，直接幼稚
園・保育所を訪問させていただきなど，
中身の濃い連携ができた。

直接訪問しての交流は成果が
大きかったので，来年度も継
続していく。

◎

毎週（毎月）1回発行

100% 100% 100.0% 100% A
学校便りや学級通信等を発行する意
義を理解して，目的意識を持って発行
できた。

保護者のニーズをつかんだ通
信にしていく。職員研修の実
施。

◎

毎月１回以上更新

100% 100% 100.0% 100% A
ＨＰのリニューアルもあり，頻繁に更新
した。

更新スキルについての研修は
継続する。

◎

　

◎

しっかりと若手を伸ば
して欲しい。伸びる学
校にしてほしい。96.0% B

ベテラン層の自己評価が上がってきた
反面，若手職員の自己評価が上がら
ない。

経験を積ませ，自信をつけさ
せていきたい。褒めて伸ばして
いく。

ボトムアップができたと自己評
価できる職員を８５％以上

85% 60% 82.0%
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る
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学校評
価・学校
関係者評
価の充実
を図る

豊
か
な
心
の
育
成

〇基本的生活習
慣の定着を図
る。

自他を尊
重する心
と態度を
育成する。

◎自己肯定感を
醸成させる。

確
か
な
学
力

基礎・基
本の力の
定着を図
る。

g
目標値

c　中期経営目標 ｄ　短期経営目標

○市標準学力調査及び基礎基本定着状況
調査の通過率を向上させる。

○授業研究を実施する.

○授業力の向上
を図り「分かる授

業」を創る。

○「正しく読み取る力」「正しく読み解く力」の
定着・活用

○本郷スタイル（段階的授業モデル）やテ
キスト（主体的段階的学習モデル）の定着と
活用を図る。

ａ　学校教育
目標

ｂ　経営理念
ミッション・ビジョン

かいはつしよう　確かに　豊かに　健やかに
 か・・・考える子（習得）　  い・・・活かす子（活用）
 は・・・発見する子（探求） つ・・・創り出す子（探求）

平成２５年度　　学校評価自己評価表 （　中間・最終　）

評価計画

f　評価項目・指標e　目標達成のための方策

【ミッション】（自校の使命）　　　知・徳・体の基礎・基本の力を身につけ，自他を尊重できる子どもの育成
　
【ビジョン】（自校の将来像）　　地域の良さを受け止めながら，特色ある教育を創造していく学校

学校名　　　三原市立南方小学校　　　　校番（２０）

学校関係者評価

改善方策
評価

コメント

自己評価

ｊ
評価

ｋ
結果と課題の分析

ｉ
達成度

　　　　　　　　　　本年度の重点目標については◎印で示す。

○主体的に時間を守って行動できる児童を
育成する。

○自他を大切にすることば遣いの定着を図
る。

○自己の良さに気づき，人のために行動で
きる児童を育成する。（かがやき活動）

○ＨＰの更新を毎月１回以上行う。

◎組織的・機能
的な学校体制づ
くりを行う。

○やりきった成就感を味わわせる体験活動
を行う。

○保護者・地域
への学校情報の
公開に努める。

○基本的な学習習慣・小1プロブレムの解
消・健康・特別支援教育を中心とした幼保
小連携と生徒指導・中１ギャップの克服を
中心とした小中連携を行う。

○学校便り・保健だよりを毎月1回以上，学
級通信を週1回以上発行する。

○読書活動の充実を図る。

○家庭学習の習慣化を図る。

○ボトムアップを推進し，１起案1改善を行
う。

◎考える力（思
考力）の基盤と
なることばの力
の定着・活用を

図る。

【ｊ：自己評価　評価】
Ａ：１００≦（目標達成）　　　B：８０≦（ほぼ達成）＜１００
Ｃ：６０≦（もう少し）＜８０　　Ｄ：（できていない）＜６０

【ｌ：学校関係者評価　評価】
イ：学校評価は適正である。　　　ロ：自己評価は適正でない。
ハ：わからない。
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